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1. 目的
　言語を用いた研究では、研究に使用する言語刺激の特性に配慮すべき必要がある。例えば、外国
語教育方法の効果を比べるとき、A 教育法では簡単な単語を、B 教育法では難しい単語を用いて授
業を行えば、見た目の成績は A 教育法が高くなってしまうのは自明である。一般に言語にかかわる研
究では、提示する言語材料の特性によって、課題の成績が異なることが知られており、古くから研究
されている（小川・稲村 ,1976 など参照）。
　そのため、心理学、教育学の分野では、単語の特性を測定するという試みが、古くから行われて
きた。日本語母語話者を対象に日本語単語の特性を調査したものは、天野・近藤（1999）など数多く、
wiki サイト「心理学ポータル」などにリスト化されている。外国語習得にも単語の特性は影響しており
（Ellis & Beaton,1993 など）、学習者が習得した外国語を使用する語彙にも主観的な馴染みの程度（親
密度）が大きな影響を与えている（横川 ,2006a）。日本人英語学習者による英単語親密度を大規模に
調査したものとしては、横川（2006b,2009）がある。
　言語材料は、単語だけでなく、文の特性も重要である。母語においては、文内容の親密度や具体性が、
文のわかりやすさや記憶成績に影響することが知られている（Sadosiki, Goetz, & Fritz,1993）。外国
語において文の特性の影響を調査したものはほとんどないが、単語同様に影響する可能性を考慮す
べきであろう。したがって、日本人英語学習者の英文理解過程や、学習過程を理解し、より良い学習・
教育方法を考えるには、単語と同様に、日本人学習者による英文の評価をした研究が土台となる。し
かし日本人学習者を対象に、英文について主観的な特性を評価したものは、少なくとも筆者の知る限
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り、存在しない。これは、文には統語規則など多くの変数が関与し、また同じ意味であっても複数の
表現が存在するなど、単語に比べて統制しにくい、扱う対象を定義しにくいなどの特徴があることも
一因だろう。
　そこで本研究では、日本人英語学習者（大学生）を対象に、多数の英語単文の主観的特性を測定
し、今後の外国語教育、理解などの研究に資するよう、蓄積することを目的とする。ただし本研究では、
調査する文の種類を大きく絞る。
　まず本研究では、文を一人称、現在形に限定する。単語と比べると、文は同じ意味内容をさす
ものでも多様な表現があり得る。逆に、一部が変化するだけで大きく意味が変化する。簡便のため、
日本語の例をあげる。「犬」という単語が示す意味概念は、広辞苑第五版によると、「①ネコ目（食肉類）
イヌ科の哺乳類。よく人になれ、嗅覚と聴覚が発達し、狩猟用・番用・軍用・警察用・労役用・愛玩
用として広く飼養される家畜。品種も日本在来の日本犬（秋田犬・柴犬など）のほか多数あり、大きさ・
毛色・形もさまざまである。②ひそかに人の隠し事を嗅ぎつけて告げる者。まわしもの。間者。③犬
追物いぬおうものの略。④ある語に冠して、似て非なるもの、劣るものの意を表す語。また、卑しめ
軽んじて、くだらないもの、むだなものの意を表す語。」である。単語、特に名詞の場合、このような
意味を持つ別の表現は極めて少ないか、存在しない。「犬」であれば、幼児語の「わんわん」程度で
あろう。このように、1 つの対象に 1 つの名称しかつかないことは、相互排他性と呼ばれる人間の語
彙習得の特徴である（Markman, Wasow,& Hansen,2003）。一方、文では、「家庭でペットとして犬
を飼育している」という意味内容は、文脈や状況によって「犬がいる」「犬を飼っている」「うちにもい
る」「いるよ。犬。」など、多様な表現を取る。また、「犬がいた」など、動詞の活用を変化させること
で時制を変更させたり、「今はいない」という言外の意味を持たせることもできる。同様に英語文でも、
文の意味や表現は、主語の人称や時制によって変化する。本来ならこれらの影響を検討することも必
要であろう。しかし、前述したように日本人英語学習者を対象に英文の評価を体系的に行わせた研究
はなく、本研究が端緒となる。そのため、非常に単純化した形式の文のみを扱い、文の変化による
影響は今後の研究に譲る。
　加えて本研究では、文の内容を主体の心的、身体的な行為のみに絞る。文には出来事、事物の
状態や変化、話者の感情など様々な内容を示すものがあり、前述したような表現の変化も加味すれ
ば、ほぼ無限の種類がある。到底、あらゆる文を調査することは不可能なため、調査対象には何ら
かの制約を付けざるを得ない。行為文に絞る理由は、筆者自身が行為文の理解過程を専門とするとい
う研究上の興味と、意味理解過程について近年多くの知見が蓄積されているためである。行為文、特
に身体動作を伴う行為は、その理解過程において、その行為を実際に行うときと同じ神経回路が活
性化することが確認されており（Tettamanti et al., 2005）、行為時に使用する四肢の部位（Awazu, 
2011;Willems, Hagoort, & Casasanto, 2010）も反映される。また、その神経活動は読み手の行為
経験や（Beilock, Lyons, Mattarella-Micke, Nusbaum, & Small, 2008）、文の意味内容の抽象性に
影響されることも確認されている（Boulenger, Hauk, & Pulvermüller, 2009; Glenberg et al., 2008）。
このような知見は、文の意味内容が、文の主観的評定に与える影響について考察する土台となる。以
上を踏まえ、本調査では、一人称現在形の行為文のみを調査対象とする。
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　本研究で測定するのは、英文親密度、理解容易度という文の主観的特性と、単語数、文字数とい
う客観的特性である。あわせて、同意味内容を示す日本語行為文の親密度、文字数、モーラ数（音
数）も測定する。ただし、文の容易さには、文表現自体の容易さ以外に、文の意味内容の容易さが
影響する可能性がある。行為文の場合、先述したように行為経験と具体性によって神経活動が異なる
ことが確認されているため、経験性と心像性（具体的イメージのしやすさ）を意味内容の主観的評定
として使用する。なお、心像性は、日本語名詞でも学習成績に影響することが知られている（小川・
稲村 ,1976）。
２．方法
2.1.　文
　まず行為を表す日本語文を 233 文作成した。日本語文は、「持つ」「取る」などを動詞とした手を利
用した身体行為を意味する文と、「守る」「信じる」など心的・抽象的な行為を意味する文とで構成し
た。なお、身体行為には手だけでなく、口や足を利用したものも存在するが、文が意味する行為を実
行する身体部位によって、脳内での神経活動部位（Hauk, Johnsrude, & Pulvermüller, 2004）や行
動実験での反応時間が異なる（Awazu, 2011）ことが判明しているため、手を中心とした文に偏らせた。
日本語文は全て、主語（動作主体）を省略した現在形（～する）の形態で作成した。これら日本語文
の多くは、日本語母語話者が黙読時に右手動作に関する運動領域が活性化すると考えられる文であ
る（Awazu, 2011;Awazu, Taya, Masuda, & Watanabe, 2012; 粟津 , 2013）。
　各日本語文に対応する英訳文も 233 文作成した。英訳文は全て一人称現在形の肯定文とし、英語
母語話者によるチェックを受けた。英訳文作成時および英語母語話者によるチェック時に、英訳し
にくい日本語表現は変更した。最終的に使用した日本語文及び英語文を、表 1-1 から表 1-13 に示す。
なお、斜字体が心的・抽象的行為文として作成したものである。
2.2. 質問紙
　各文に対して、以下の質問に回答させる用紙を作成した。日本語文に対しては、「よく見聞きする表
現ですか？（親密度）」（1：全く見聞きしない－7：頻繁に見聞きする）、「動作はイメージできますか？（心
像性）」（1：非常にしにくい－7：非常にしやすい）、「したことのある動作ですか？（経験性）」（１：一
度もない－7：非常によくする）という3 項目を答えさせた。一方、英語文に対しては、「よく見聞きす
る表現ですか？（親密度）」（1：全く見聞きしない－7：頻繁に見聞きする）と、「この文の意味はわか
りますか？（容易性）」（1: 全くわからない－ 5：よくわかる）という２つの質問項目に回答させた。
　総計で 466 文、日本語文への質問項目数 699、英語文への質問項目数 466 となった。莫大な量と
なるため、日本語文、英語文それぞれを 80 文程度ずつの 3 つに分け、計 6 種の質問紙に分割した。
　また文の客観的特性として、日本語文の文字数とモーラ数（音数）、英語文の文字数と単語数を、
筆者が数えた。
実践女子大学人間社会学部紀要　第 11 集　2015 年 3 月
－ 4 －
2.3.　調査協力者
　6 種の質問紙を、それぞれ 20 名の大学生に配布した。東洋大学経営学部「産業心理学」あるいは
実践女子大学人間社会学部「認知心理学」の受講者であった。授業時に告知し、希望者にのみ用紙
を配布し、配布した用紙の提出は任意とした。
3．結果
　配布時に希望して受け取ったが提出しなかった協力者がおり、また評定が未記入の文もあったため、
各文の回答者数（N）は均一でない（範囲：12-20 人）。
　各文に対する各項目の結果を表 1-1 から表 1-13 に示す。各表は、左から順に日本語文表現、回答
者数（N）、日本語文の文字数、日本語文モーラ数、日本語文平均親密度、日本語文が意味する行為
の平均心像性、文が意味する行為の平均経験性、英語文、英語文回答者数（N）、英語文の文字数、
英語文の単語数、英語文の平均理解容易性、英語文の平均親密度である。斜字は、文作成中に心
的行為文と想定して作成したものである。
　各指標の記述統計量を表 2 に示す。当然であるが、表音文字を使う英語文の方が、表意文字を使
う日本語文よりも、文字数は多かった [t（119）=31.07, p<.01]。
表 2　各項目の基本統計量
日文
文字数
日文モ
ーラ数
日文
親密度
心像性 経験性
英文
文字数
英文
単語数
英文
容易性
英文
親密度
度数 233 233 233 233 233 233 233 233 233
平均値 7.9 9.7 5.1 5.9 3.9 23.2 5.2 3.6 3.7
中央値 7.0 9.0 5.3 6.3 3.8 22.0 5.0 3.6 3.6
SD 2.5 2.9 1.1 0.9 1.4 6.9 1.4 0.8 1.0
最小値 4.0 5.0 1.8 3.1 1.0 11.0 3.0 1.6 1.7
最大値 16.0 20.0 6.9 7.0 7.0 51.0 11.0 5.0 6.1
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rb
or
 fe
el
in
gs
 fo
r 
hi
m
.
15
26
5
2.
7 
2.
5 
彼
に
苦
労
を
か
け
る
15
8
10
4.
6 
4.
6 
3.
8 
I 
ca
us
e 
hi
m
 a
nx
ie
ty
.
13
20
4
2.
5 
2.
7 
彼
に
嫌
悪
感
を
持
つ
15
8
11
4.
9 
4.
2 
3.
6 
I 
ha
rb
or
 a
 d
is
lik
e 
fo
r 
hi
m
.
15
27
6
2.
7 
3.
1 
彼
に
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を
パ
ス
す
る
15
15
16
4.
1 
6.
4 
3.
1 
I 
th
ro
w
 h
im
 a
 b
as
ke
tb
al
l.
15
25
5
4.
7 
4.
5 
彼
に
名
刺
を
渡
す
12
7
10
4.
4 
6.
5 
2.
0 
I 
pr
es
en
t 
hi
m
 m
y 
ca
lli
ng
 c
ar
d.
14
30
6
4.
1 
3.
1 
彼
の
回
復
を
喜
ぶ
12
7
12
4.
8 
4.
9 
2.
8 
I 
re
jo
ic
e 
in
 h
is
 r
ec
ov
er
y.
15
26
5
2.
1 
2.
7
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表
　
１
-3
　
日
本
語
文
及
び
英
語
文
の
諸
特
性
（
3）
日
本
語
文
N
日
文
文
字
数
日
文
モ
ー
ラ
数
日
文
親
密
度
心
像
性
経
験
性
英
語
文
N
英
文
文
字
数
英
文
単
語
数
英
文
容
易
性
英
文
親
密
度
彼
の
幸
運
を
ね
た
む
15
8
11
4.
6 
4.
6 
3.
3 
I 
be
gr
ud
ge
 h
im
 h
is
 g
oo
d 
fo
rt
un
e.
14
32
6
2.
5 
2.
2 
彼
の
合
格
を
祝
う
15
7
11
5.
2 
5.
5 
3.
9 
I 
co
m
m
em
or
at
e 
hi
s 
ac
ce
pt
an
ce
.
14
29
4
1.
6 
1.
9 
彼
の
成
功
を
ね
た
む
12
8
11
4.
1 
4.
0 
2.
1 
I 
be
gr
ud
ge
 h
im
 h
is
 s
uc
ce
ss
.
14
27
5
2.
8 
2.
9 
彼
の
背
中
を
さ
す
る
12
8
10
4.
9 
6.
4 
3.
5 
I 
st
ro
ke
 h
is
 b
ac
k.
15
18
4
3.
7 
3.
6 
彼
の
願
い
を
受
入
れ
る
12
9
12
4.
7 
3.
8 
3.
5 
I 
ab
id
e 
by
 h
is
 w
is
he
s.
15
22
5
2.
3 
2.
5 
彼
を
叩
く
12
4
6
4.
8 
6.
0 
2.
8 
I 
be
at
 h
im
.
15
11
3
4.
1 
4.
4 
川
に
石
を
投
げ
る
15
7
9
5.
1 
6.
7 
3.
5 
I 
ca
st
 a
 s
to
ne
 i
nt
o 
a 
ri
ve
r.
15
28
7
4.
0 
2.
9 
キ
ー
ボ
ドー
を
打
つ
20
8
8
5.
7 
6.
5 
4.
1 
I 
ta
p 
th
e 
ke
yb
oa
rd
.
15
19
4
4.
7 
4.
9 
キ
ャ
ベ
ツ
を
刻
む
20
7
8
5.
3 
6.
2 
2.
4 
I 
sh
re
d 
a 
ca
bb
ag
e.
14
18
4
2.
3 
1.
8 
教
室
で
紙
飛
行
機
を
飛
ば
す
12
11
16
3.
5 
6.
5 
2.
8 
I 
fl
y 
a 
pa
pe
r 
pl
an
e 
in
 t
he
 c
la
ss
ro
om
.
15
37
8
3.
9 
3.
1 
釘
を
板
に
打
ち
込
む
15
8
10
4.
9 
6.
3 
2.
7 
I 
ha
m
m
er
 a
 n
ai
l i
nt
o 
a 
bo
ar
d.
15
29
7
2.
8 
2.
3 
靴
下
を
は
く
20
5
7
6.
8 
6.
8 
4.
9 
I 
w
ea
r 
so
ck
s.
14
13
3
4.
7 
5.
3 
グ
ラ
ス
に
ビ
ー
ル
を
つ
ぎ
足
す
14
12
12
5.
4 
6.
6 
3.
8 
I 
re
pl
en
is
h 
m
y 
gl
as
s 
w
it
h 
be
er
.
15
31
6
2.
8 
2.
9 
ク
レ
ー
ム
を
回
避
す
る
12
9
10
4.
6 
4.
4 
3.
5 
I 
av
oi
d 
a 
cl
ai
m
.
15
16
4
3.
5 
3.
9 
携
帯
電
話
か
ら
充
電
器
を
外
す
15
12
19
6.
1 
6.
7 
6.
7 
I d
ism
ou
nt
 m
y 
ce
llp
ho
ne
 fr
om
 th
e 
ba
tt
er
y 
ch
ar
ge
r.
14
49
8
2.
6 
2.
4 
携
帯
電
話
に
ヘ
ッ
ド
フ
ォ
ン
を
つ
な
ぐ
15
15
18
5.
3 
6.
4 
4.
7 
I 
pl
ug
 a
 h
ea
dp
ho
ne
 t
o 
a 
ce
llp
ho
ne
.
15
34
7
4.
4 
4.
4 
こ
こ
に
住
み
た
い
と
願
う
12
10
11
4.
3 
4.
4 
3.
8 
I 
de
si
re
 t
o 
liv
e 
he
re
.
13
22
5
3.
6 
4.
2
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表
　
１
-4
　
日
本
語
文
及
び
英
語
文
の
諸
特
性
（
4）
日
本
語
文
N
日
文
文
字
数
日
文
モ
ー
ラ
数
日
文
親
密
度
心
像
性
経
験
性
英
語
文
N
英
文
文
字
数
英
文
単
語
数
英
文
容
易
性
英
文
親
密
度
コ
ス
ト
を
減
ら
す
12
7
7
5.
3 
4.
3 
2.
8 
I 
re
du
ce
 t
he
 c
os
t.
14
18
4
4.
7 
5.
6 
コ
ッ
プ
を
取
る
12
6
6
6.
8 
6.
8 
6.
5 
I 
ta
ke
 a
 c
up
.
15
13
4
4.
9 
5.
5 
子
ど
も
の
こ
ろ
の
夢
を
叶
え
る
15
12
14
5.
3 
4.
0 
2.
0 
I 
fu
lfi
ll 
a 
ch
ild
ho
od
 d
re
am
.
14
28
5
3.
3 
2.
8 
子
供
を
抱
き
上
げ
る
20
8
9
4.
4 
6.
0 
2.
3 
I 
lif
t 
a 
ch
ild
.
15
15
4
4.
5 
4.
1 
ゴ
ミ
を
ゴ
ミ
箱
に
投
げ
捨
て
る
15
12
13
5.
9 
6.
5 
6.
3 
I 
du
m
p 
ga
rb
ag
e 
in
to
 t
he
 d
us
t 
bo
x.
14
32
6
3.
9 
3.
5 
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
テ
ー
ブ
ル
に
置
く
12
14
14
5.
3 
6.
3 
5.
8 
I 
la
y 
th
e 
co
m
pu
te
r 
on
 t
he
 t
ab
le
.
14
32
7
4.
1 
4.
4 
サ
イ
コ
ロ
を
ふ
る
12
7
7
4.
9 
6.
7 
3.
8 
I 
sh
oo
t 
di
ce
.
15
13
3
3.
9 
3.
5 
裁
判
の
判
決
を
守
る
15
8
13
2.
4 
3.
2 
1.
4 
I 
ab
id
e 
th
e 
co
ur
t's
 r
ul
in
g.
14
27
5
1.
7 
2.
2 
魚
の
う
ろ
こ
を
か
き
落
と
す
15
11
13
3.
1 
5.
0 
1.
5 
I 
sc
ra
pe
 t
he
 s
ca
le
s 
of
f 
of
 t
he
 f
is
h.
14
36
8
2.
1 
2.
0 
皿
を
テ
ー
ブ
ル
に
置
く
12
9
10
6.
3 
6.
2 
5.
4 
I 
se
t 
a 
di
sh
 o
n 
th
e 
ta
bl
e.
15
26
7
4.
9 
5.
1 
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
に
爪
楊
枝
を
刺
す
14
13
15
3.
1 
6.
2 
2.
4 
I 
st
ic
k 
to
ot
hp
ic
ks
 o
nt
o 
sa
nd
w
ic
he
s.
14
35
5
3.
6 
3.
7 
自
動
販
売
機
に
コ
イ
ン
を
入
れ
る
15
13
16
5.
5 
6.
7 
5.
9 
I 
in
se
rt
 a
 c
oi
n 
in
to
 a
 v
en
di
ng
 m
ac
hi
ne
.
14
39
8
3.
9 
3.
3 
シ
ャ
ツ
の
ボ
タ
ン
を
留
め
る
15
11
11
6.
7 
6.
8 
6.
2 
I 
fa
st
en
 m
y 
sh
ir
t 
bu
tt
on
s.
15
26
5
2.
9 
3.
8 
シ
ャ
ツ
を
着
る
20
6
6
6.
6 
6.
7 
4.
7 
I 
w
ea
r 
a 
sh
ir
t.
15
15
4
4.
8 
5.
8 
証
拠
を
示
す
15
5
8
4.
6 
3.
6 
2.
6 
I 
ad
du
ce
 p
ro
of
. 
15
16
4
2.
4 
2.
6 
勝
者
に
メ
ダ
ル
を
授
与
す
る
15
11
15
5.
4 
6.
5 
1.
3 
I 
aw
ar
d 
a 
m
ed
al
 t
o 
th
e 
w
in
ne
r.
14
30
7
3.
7 
4.
4 
小
旗
を
振
る
15
5
8
2.
9 
5.
0 
2.
0 
I 
w
ag
 t
he
 s
m
al
l f
la
g.
15
21
5
2.
9 
2.
9
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表
　
１
-5
　
日
本
語
文
及
び
英
語
文
の
諸
特
性
（
5）
日
本
語
文
N
日
文
文
字
数
日
文
モ
ー
ラ
数
日
文
親
密
度
心
像
性
経
験
性
英
語
文
N
英
文
文
字
数
英
文
単
語
数
英
文
容
易
性
英
文
親
密
度
新
年
を
祝
う
12
5
8
5.
9 
5.
9 
5.
8 
I 
co
m
m
em
or
at
e 
th
e 
ne
w
 y
ea
r.
15
27
5
2.
7 
2.
7 
ス
プ
ンー
を
使
う
20
7
8
6.
6 
6.
6 
4.
7 
I 
us
e 
a 
sp
oo
n.
14
14
4
4.
1 
4.
6 
ス
ペ
スー
キ
ー
を
押
す
15
9
9
6.
2 
6.
5 
5.
5 
I 
pr
es
s 
do
w
n 
th
e 
sp
ac
e 
ke
y.
15
27
6
4.
1 
3.
9 
ス
マ
ホ
を
操
作
す
る
15
8
9
6.
8 
6.
9 
7.
0 
I 
ha
nd
le
 a
 s
m
ar
tp
ho
ne
.
15
22
4
4.
3 
4.
1 
セ
リ
フ
を
覚
え
る
20
7
8
6.
3 
6.
7 
3.
8 
I 
m
em
or
iz
e 
m
y 
lin
es
.
15
20
4
3.
4 
3.
1 
ソ
フ
ァ
を
壁
際
に
押
し
や
る
12
11
13
4.
2 
6.
7 
2.
3 
I 
sh
ov
e 
th
e 
so
fa
 t
o 
th
e 
w
al
l.
14
29
7
2.
6 
2.
4 
対
案
を
示
す
20
5
8
4.
3 
4.
4 
3.
3 
I 
m
ak
e 
a 
co
un
te
rp
ro
po
sa
l.
15
25
4
2.
2 
2.
2 
態
度
を
あ
ら
た
め
る
12
8
9
5.
4 
4.
5 
4.
2 
I 
st
ra
ig
ht
en
 u
p 
m
y 
at
tit
ud
e.
15
28
5
2.
2 
2.
3 
タ
イ
マ
ー
を
ひ
ね
る
15
8
8
3.
2 
4.
7 
3.
9 
I 
tw
ea
k 
th
e 
ti
m
er
 s
et
ti
ng
s.
14
27
5
3.
2 
3.
6 
タ
オ
ル
を
き
つ
く
絞
る
15
9
10
5.
7 
6.
6 
5.
1 
I 
sq
ue
ez
e 
a 
to
w
el
 t
ig
ht
ly
.
15
26
5
2.
8 
3.
0 
タ
オ
ル
を
た
た
む
12
7
7
6.
7 
6.
8 
6.
1 
I 
fo
ld
 a
 t
ow
el
.
14
15
4
3.
0 
3.
1 
棚
か
ら
コ
ッ
プ
を
取
る
15
9
10
6.
3 
6.
9 
6.
1 
I 
ta
ke
 a
 g
la
ss
 f
ro
m
 t
he
 s
he
lf
.
15
30
7
3.
9 
4.
1 
タ
マ
ネ
ギ
を
刻
む
12
7
8
6.
3 
6.
7 
4.
4 
I 
ch
op
 a
n 
on
io
n.
14
16
4
4.
0 
3.
9 
単
語
を
丸
暗
記
す
る
12
8
11
5.
9 
5.
7 
5.
1 
I 
le
ar
n 
th
e 
w
or
ds
 b
y 
ro
te
.
15
26
6
3.
2 
3.
3 
茶
碗
に
ご
飯
を
よ
そ
う
15
9
12
6.
1 
6.
9 
6.
1 
I 
se
rv
e 
ri
ce
 i
n 
a 
bo
w
l.
14
23
6
3.
5 
3.
4 
机
の
端
ま
で
ノ
トー
を
滑
ら
せ
る
15
13
17
3.
2 
5.
0 
2.
5 
I 
sl
id
e 
a 
no
te
bo
ok
 a
cr
os
s 
th
e 
de
sk
.
15
35
7
4.
4 
3.
3 
机
を
磨
く
15
4
7
4.
9 
6.
2 
4.
7 
I 
po
lis
h 
m
y 
de
sk
.
14
17
4
3.
2 
3.
0
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表
　
１
-6
　
日
本
語
文
及
び
英
語
文
の
諸
特
性
（
6）
日
本
語
文
N
日
文
文
字
数
日
文
モ
ー
ラ
数
日
文
親
密
度
心
像
性
経
験
性
英
語
文
N
英
文
文
字
数
英
文
単
語
数
英
文
容
易
性
英
文
親
密
度
つ
ま
み
を
回
す
12
6
7
4.
5 
5.
8 
4.
2 
I 
tu
rn
 a
 k
no
b.
15
14
4
3.
2 
3.
3 
丁
寧
に
名
前
を
つ
づ
る
12
9
12
4.
0 
5.
8 
4.
3 
I 
sp
el
l m
y 
na
m
e 
po
lit
el
y.
14
25
5
3.
6 
3.
9 
テ
ー
ブ
ル
で
コ
イ
ン
を
回
す
12
11
12
3.
5 
5.
2 
2.
4 
I 
sp
in
 a
 c
oi
n 
on
 a
 t
ab
le
.
15
25
7
4.
4 
4.
2 
テ
ー
ブ
ル
に
花
瓶
を
置
く
15
10
11
4.
4 
6.
5 
3.
3 
I 
se
tt
le
 a
 v
as
e 
on
 t
he
 t
ab
le
.
15
29
7
3.
4 
3.
3 
テ
ー
ブ
ル
を
ふ
く
12
7
7
6.
4 
6.
8 
5.
9 
I 
w
ip
e 
a 
ta
bl
e.
14
15
4
3.
7 
3.
4 
テ
ー
ブ
ル
を
持
ち
上
げ
る
15
10
10
5.
7 
6.
7 
5.
0 
I 
lif
t 
a 
ta
bl
e.
15
15
4
4.
7 
4.
9 
手
紙
を
彼
の
ポ
ケ
ッ
ト
に
滑
り
込
ま
せ
る
12
16
19
3.
0 
6.
3 
1.
3 
I 
sl
ip
 t
he
 le
tt
er
 i
nt
o 
hi
s 
po
ck
et
.
15
34
7
4.
3 
3.
9 
テ
レ
ビ
を
つ
け
る
20
7
7
6.
4 
6.
7 
4.
6 
I 
tu
rn
 o
n 
th
e 
T
V
.
15
17
5
4.
9 
5.
6 
電
源
を
コ
ン
セ
ン
ト
に
挿
す
12
11
13
6.
9 
6.
7 
6.
7 
I 
in
se
rt
 a
 p
lu
g 
in
to
 a
 s
oc
ke
t.
14
30
7
4.
0 
4.
5 
ド
ア
の
取
っ
手
を
握
る
15
9
10
5.
9 
6.
7 
6.
6 
I 
gr
ip
 a
 d
oo
r 
ha
nd
le
.
14
21
5
4.
4 
4.
7 
ド
ア
を
た
た
く
12
6
6
5.
9 
6.
8 
5.
2 
I 
kn
oc
k 
on
 t
he
 d
oo
r.
15
20
5
5.
0 
5.
5 
ド
ア
を
引
き
開
け
る
15
8
8
4.
6 
6.
1 
5.
8 
I 
pu
ll 
th
e 
do
or
 o
pe
n.
14
21
5
4.
6 
5.
4 
ド
ア
を
叩
く
15
5
6
5.
7 
6.
4 
4.
9 
I 
ta
p 
on
 t
he
 d
oo
r.
15
18
5
4.
2 
3.
1 
ド
ア
を
布
で
拭
く
15
7
8
4.
3 
6.
5 
3.
9 
I 
ru
b 
th
e 
do
or
 w
it
h 
a 
cl
ot
h.
15
28
7
3.
3 
2.
9 
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
を
捕
る
15
9
9
3.
2 
5.
2 
3.
5 
I 
ca
tc
h 
a 
do
dg
eb
al
l.
14
20
4
4.
1 
3.
4 
飛
ぶ
ハ
エ
に
ス
プ
レ
ー
を
か
け
る
15
13
13
4.
6 
6.
6 
3.
3 
I 
sp
ra
y 
at
 t
he
 f
lie
s 
in
 t
he
 a
ir
.
15
32
8
3.
3 
3.
4 
ト
マ
ト
を
切
る
20
6
6
5.
1 
6.
5 
2.
9 
I 
cu
t 
a 
to
m
at
o.
15
15
4
5.
0 
6.
1 
友
達
に
向
け
て
消
し
ゴ
ム
を
は
じ
く
15
14
16
2.
9 
5.
2 
2.
5 
I 
fl
ic
k 
an
 e
ra
se
r 
at
 a
 f
ri
en
d.
15
30
7
3.
3 
3.
1
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表
　
１
-7
　
日
本
語
文
及
び
英
語
文
の
諸
特
性
（
7）
日
本
語
文
N
日
文
文
字
数
日
文
モ
ー
ラ
数
日
文
親
密
度
心
像
性
経
験
性
英
語
文
N
英
文
文
字
数
英
文
単
語
数
英
文
容
易
性
英
文
親
密
度
ト
ラ
ン
プ
を
切
る
12
7
7
5.
8 
6.
8 
4.
9 
I 
sh
uf
fl
e 
th
e 
tr
um
p 
ca
rd
s.
15
26
5
4.
4 
4.
7 
ナ
イ
フ
で
鉛
筆
を
削
る
12
9
12
3.
3 
6.
6 
2.
8 
I 
sh
ar
pe
n 
a 
pe
nc
il 
w
it
h 
a 
kn
ife
.
14
32
7
3.
1 
2.
7 
ニ
ュ
スー
を
知
る
20
7
7
5.
4 
5.
6 
5.
6 
I 
ge
t 
up
da
te
d 
on
 t
he
 n
ew
s.
15
26
6
4.
4 
4.
3 
人
形
を
輪
ゴ
ム
で
撃
つ
15
9
12
3.
3 
5.
7 
1.
7 
I 
sh
oo
t 
a 
ru
bb
er
 b
an
d 
at
 a
 d
ol
l.
15
32
8
3.
0 
3.
3 
ネ
ク
タ
イ
を
直
す
12
7
8
5.
8 
6.
4 
2.
7 
I 
st
ra
ig
ht
en
 m
y 
ti
e.
 
14
21
5
3.
6 
4.
1 
ネ
ク
タ
イ
を
結
ぶ
12
7
8
6.
4 
6.
9 
2.
9 
I 
w
ea
r 
a 
ne
ck
ti
e.
15
17
4
4.
5 
4.
9 
猫
の
首
根
っ
こ
を
つ
か
む
12
10
12
3.
5 
5.
3 
1.
3 
I 
gr
ab
 a
 c
at
 b
y 
th
e 
ne
ck
.
14
25
7
3.
8 
3.
6 
ノ
トー
に
名
前
を
書
く
12
9
10
6.
3 
6.
7 
6.
0 
I 
w
ri
te
 m
y 
na
m
e 
in
 a
 n
ot
eb
oo
k.
14
30
7
4.
9 
5.
3 
ノ
ル
マ
を
こ
な
す
20
7
7
5.
8 
5.
9 
5.
0 
I 
ac
hi
ev
e 
m
y 
qu
ot
a.
15
19
4
2.
8 
3.
5 
バ
ッ
グ
に
携
帯
電
話
を
突
っ
込
む
15
13
16
5.
4 
6.
7 
6.
2 
I 
th
ru
st
 m
y 
ce
llp
ho
ne
 i
nt
o 
m
y 
ba
g.
15
34
7
4.
1 
4.
0 
バ
ッ
ト
を
振
る
20
6
6
4.
9 
6.
1 
2.
2 
I 
sw
in
g 
a 
ba
t.
15
14
4
4.
9 
5.
2 
ハ
ト
に
パ
ン
く
ず
を
投
げ
る
15
11
11
3.
9 
6.
8 
2.
3 
I 
to
ss
 b
re
ad
 c
ru
m
bs
 t
o 
pi
ge
on
s.
15
31
6
2.
1 
2.
1 
花
の
茎
を
つ
ま
む
12
7
9
2.
2 
5.
3 
2.
3 
I 
pi
nc
h 
th
e 
st
em
 o
f 
th
e 
fl
ow
er
.
15
31
7
2.
4 
2.
7 
花
を
切
る
12
4
5
3.
8 
6.
3 
2.
6 
I 
cu
t 
a 
fl
ow
er
.
13
15
4
4.
8 
4.
0 
花
を
つ
む
15
4
5
4.
5 
6.
7 
2.
3 
I 
pi
ck
 f
lo
w
er
s.
15
15
3
4.
7 
4.
9 
母
親
に
電
話
す
る
12
7
10
6.
3 
6.
4 
5.
7 
I 
ri
ng
 m
y 
m
ot
he
r.
15
17
4
3.
8 
3.
7 
針
金
を
曲
げ
て
輪
を
作
る
12
10
13
2.
8 
5.
9 
1.
9 
I 
be
nd
 a
 w
ir
e 
in
to
 a
 h
oo
p.
14
26
7
2.
6 
2.
3
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表
　
１
-8
　
日
本
語
文
及
び
英
語
文
の
諸
特
性
（
8）
日
本
語
文
N
日
文
文
字
数
日
文
モ
ー
ラ
数
日
文
親
密
度
心
像
性
経
験
性
英
語
文
N
英
文
文
字
数
英
文
単
語
数
英
文
容
易
性
英
文
親
密
度
パ
ン
に
バ
タ
ー
を
塗
る
15
9
9
5.
3 
5.
6 
4.
1 
I 
la
y 
bu
tt
er
 o
n 
th
e 
br
ea
d.
14
26
6
3.
9 
3.
9 
犯
人
を
探
す
20
5
8
6.
2 
6.
3 
2.
6 
I 
se
ar
ch
 fo
r 
th
e 
cr
im
in
al
.
15
26
5
3.
9 
3.
5 
ピ
ア
ノ
の
鍵
盤
に
触
れ
る
12
10
12
5.
0 
5.
9 
2.
9 
I 
to
uc
h 
th
e 
ke
ys
 o
f 
th
e 
pi
an
o.
15
30
7
4.
6 
3.
7 
ビ
ニ
ー
ル
袋
を
つ
か
む
15
9
11
5.
4 
6.
4 
5.
1 
I 
cl
ut
ch
 a
 p
la
st
ic
 b
ag
.
15
23
5
3.
4 
2.
8 
び
ん
の
キ
ャ
ッ
プ
を
締
め
る
15
11
11
5.
3 
6.
0 
4.
8 
I 
ti
gh
te
n 
th
e 
ca
p 
on
 t
he
 b
ot
tl
e.
15
32
7
2.
9 
2.
9 
瓶
を
床
に
転
が
す
12
7
10
3.
7 
5.
5 
2.
3 
I 
ro
ll 
a 
bo
tt
le
 o
n 
th
e 
fl
oo
r.
15
29
7
3.
3 
4.
0 
ブ
ー
ツ
を
は
く
20
6
6
5.
3 
6.
1 
3.
3 
I 
w
ea
r 
bo
ot
s.
15
13
3
4.
8 
5.
3 
フ
ォ
ー
ク
を
ス
テ
ー
キ
に
突
き
刺
す
15
14
14
4.
9 
6.
1 
3.
7 
I 
ja
b 
m
y 
fo
rk
 i
nt
o 
th
e 
st
ea
k.
14
29
7
3.
5 
3.
2 
部
下
を
信
じ
る
20
6
7
5.
7 
5.
8 
3.
3 
I 
be
lie
ve
 m
y 
su
bo
rd
in
at
es
.
13
26
4
2.
8 
3.
2 
服
を
た
た
む
20
5
6
6.
5 
6.
5 
4.
2 
I 
fo
ld
 c
lo
th
es
.
14
15
3
3.
5 
3.
7 
雰
囲
気
を
壊
す
20
6
8
6.
2 
6.
0 
3.
8 
I 
sp
oi
l t
he
 m
oo
d.
14
17
4
2.
5 
2.
7 
ペ
ー
ジ
を
め
く
る
20
7
7
6.
6 
6.
6 
4.
5 
I 
tu
rn
 o
ve
r 
th
e 
pa
ge
s 
of
 a
 b
oo
k.
15
32
8
4.
1 
4.
9 
ベ
ッ
ド
に
シ
ー
ツ
を
か
け
る
15
11
11
5.
9 
6.
4 
5.
1 
I 
pu
t 
sh
ee
ts
 o
n 
a 
be
d.
14
22
6
4.
3 
4.
5 
ベ
ル
ト
を
締
め
る
20
7
7
6.
4 
6.
5 
4.
3 
I 
w
ea
r 
a 
be
lt
.
14
14
4
4.
4 
4.
8 
ペ
ン
を
渡
す
20
5
6
5.
4 
6.
3 
3.
4 
I 
pa
ss
 a
 p
en
.
15
13
4
4.
3 
4.
8 
ポ
イ
ン
ト
を
ま
と
め
る
15
9
9
6.
1 
5.
3 
5.
4 
I 
su
m
m
ar
iz
e 
th
e 
im
po
rt
an
t 
po
in
ts
.
15
33
5
3.
5 
3.
7 
ポ
ス
タ
ー
を
貼
る
20
7
7
4.
9 
5.
9 
2.
2 
I 
pu
t 
up
 a
 p
os
te
r.
15
18
5
4.
3 
4.
5
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表
　
１
-9
　
日
本
語
文
及
び
英
語
文
の
諸
特
性
（
9）
日
本
語
文
N
日
文
文
字
数
日
文
モ
ー
ラ
数
日
文
親
密
度
心
像
性
経
験
性
英
語
文
N
英
文
文
字
数
英
文
単
語
数
英
文
容
易
性
英
文
親
密
度
ボ
タ
ン
を
押
す
20
6
6
6.
3 
6.
5 
4.
2 
I 
pr
es
s 
a 
bu
tt
on
.
13
17
4
4.
2 
5.
3 
ボ
タ
ン
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
15
10
10
5.
1 
5.
9 
5.
9 
I 
cl
ic
k 
th
e 
bu
tt
on
.
14
19
4
4.
2 
4.
2 
ボ
タ
ン
を
叩
く
12
6
7
3.
8 
4.
8 
2.
3 
I 
pu
nc
h 
th
e 
bu
tt
on
.
15
19
4
3.
7 
3.
9 
本
の
ペ
ー
ジ
を
折
り
曲
げ
る
15
11
12
5.
6 
6.
3 
4.
1 
I 
do
g-
ea
r 
a 
pa
ge
 o
f 
th
e 
bo
ok
.
15
29
7
2.
9 
2.
2 
本
を
脇
に
置
く
12
6
8
4.
7 
6.
5 
5.
6 
I 
pu
t 
th
e 
bo
ok
 a
si
de
.
15
21
5
3.
9 
4.
1 
マ
イ
ク
を
持
つ
20
6
6
4.
8 
6.
0 
3.
0 
I 
gr
as
p 
a 
m
ic
ro
ph
on
e.
15
21
4
3.
2 
2.
8 
マ
ウ
ス
を
動
か
す
20
7
8
6.
1 
6.
5 
4.
4 
I 
m
ov
e 
a 
m
ou
se
.
13
15
4
4.
4 
5.
2 
マ
ス
ク
を
つ
け
る
20
7
7
5.
5 
6.
6 
3.
5 
I 
w
ea
r 
a 
m
as
k.
15
14
4
4.
6 
4.
7 
ミ
カ
ン
を
む
く
20
6
6
5.
8 
6.
5 
3.
9 
I 
st
ri
p 
an
 o
ra
ng
e.
15
18
4
3.
9 
3.
9 
床
を
ほ
う
き
で
掃
く
12
8
9
5.
3 
6.
9 
4.
3 
I 
sw
ee
p 
th
e 
fl
oo
r.
15
18
4
3.
5 
4.
3 
雪
球
を
投
げ
つ
け
る
12
8
10
3.
6 
6.
0 
2.
8 
I 
hu
rl
 a
 s
no
w
ba
ll.
14
18
4
2.
7 
2.
6 
ゆ
で
卵
を
む
く
20
6
8
5.
1 
6.
1 
2.
9 
I 
pe
el
 a
 b
oi
le
d 
eg
g.
14
20
5
3.
4 
3.
1 
ラ
ケ
ッ
ト
で
ボ
ー
ル
を
打
つ
15
11
11
5.
3 
6.
7 
4.
9 
I 
st
ri
ke
 a
t 
th
e 
ba
ll 
w
it
h 
a 
ra
ck
et
.
15
35
8
4.
4 
4.
5 
レ
シ
トー
を
受
け
取
る
20
9
9
6.
4 
6.
6 
4.
5 
I 
ta
ke
 a
 r
ec
ei
pt
.
14
17
4
4.
0 
4.
6 
ロ
ー
プ
を
握
り
し
め
る
12
9
10
3.
8 
6.
4 
2.
2 
I 
gr
as
p 
th
e 
ro
pe
.
15
17
4
3.
5 
3.
3 
ロ
ー
プ
を
引
っ
張
る
14
8
8
4.
7 
6.
4 
3.
7 
I 
tu
g 
th
e 
ro
pe
.
15
15
4
2.
9 
3.
0 
悪
い
ク
セ
を
直
す
15
7
9
5.
5 
4.
2 
3.
7 
I 
br
ea
k 
a 
ba
d 
ha
bi
t.
14
20
5
3.
3 
3.
3 
意
地
を
張
る
20
5
5
6.
6 
6.
3 
5.
2 
I 
pe
rs
is
t 
in
 m
y 
be
lie
f.
15
23
5
3.
1 
2.
8 
右
へ
ハ
ン
ド
ル
を
切
る
15
9
10
5.
9 
6.
5 
4.
6 
I 
st
ee
r 
m
y 
ca
r 
to
 t
he
 r
ig
ht
.
15
28
7
2.
9 
2.
6 
噂
を
流
す
20
4
7
5.
5 
6.
1 
2.
7 
I 
sp
re
ad
 a
 r
um
or
.
14
17
4
2.
4 
2.
7 
鉛
筆
を
拾
う
20
5
8
5.
2 
6.
3 
3.
1 
I 
pi
ck
 u
p 
a 
pe
nc
il.
15
19
5
4.
8 
5.
1 
塩
を
つ
ま
む
20
5
6
4.
3 
5.
7 
2.
6 
I 
pi
nc
h 
sa
lt
.
14
13
3
2.
3 
2.
4 
塩
を
渡
す
15
4
6
3.
7 
4.
8 
3.
2 
I 
pa
ss
 t
he
 s
al
t.
15
16
4
4.
7 
4.
8
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表
　
１
-1
0　
日
本
語
文
及
び
英
語
文
の
諸
特
性
（
10
）
日
本
語
文
N
日
文
文
字
数
日
文
モ
ー
ラ
数
日
文
親
密
度
心
像
性
経
験
性
英
語
文
N
英
文
文
字
数
英
文
単
語
数
英
文
容
易
性
英
文
親
密
度
家
族
を
思
う
20
5
7
6.
3 
6.
3 
5.
7 
I 
ha
ve
 fe
el
in
gs
 fo
r 
m
y 
fa
m
ily
.
14
30
6
3.
6 
2.
9 
歌
手
に
拍
手
す
る
15
7
10
5.
1 
6.
6 
3.
3 
I 
cl
ap
 f
or
 t
he
 s
in
ge
r.
15
22
5
4.
5 
4.
9 
過
去
の
し
が
ら
み
を
断
つ
15
10
10
3.
9 
3.
5 
2.
3 
I 
br
ea
k 
fr
om
 t
he
 p
as
t.
14
22
5
3.
4 
2.
7 
空
き
缶
を
持
つ
15
6
7
4.
9 
6.
3 
5.
1 
I 
ta
ke
 a
n 
em
pt
y 
ca
n.
13
20
5
4.
0 
3.
7 
靴
ひ
も
を
結
ぶ
15
6
8
6.
6 
6.
9 
6.
0 
I 
ti
e 
up
 m
y 
sh
oe
la
ce
s.
15
22
5
3.
4 
3.
3 
靴
紐
を
ゆ
る
め
る
15
7
9
5.
0 
6.
1 
4.
5 
I 
ea
se
 t
he
 t
ig
ht
ne
ss
 o
f 
m
y 
sh
oe
la
ce
s.
15
37
7
2.
1 
2.
2 
計
画
を
決
め
る
15
6
8
4.
8 
5.
1 
5.
6 
I 
de
ci
de
 a
 p
la
n.
14
16
4
4.
6 
5.
7 
校
則
を
守
る
20
5
8
6.
6 
6.
4 
6.
1 
I 
ab
id
e 
by
 t
he
 s
ch
oo
l r
ul
es
.
15
28
6
3.
0 
3.
5 
雑
草
を
引
き
抜
く
15
7
9
5.
1 
6.
6 
3.
4 
I 
pl
uc
k 
th
e 
w
ee
ds
. 
13
19
5
2.
0 
2.
0 
皿
を
洗
う
12
4
6
6.
7 
6.
8 
4.
9 
I 
w
as
h 
th
e 
di
sh
es
.
15
18
4
4.
4 
5.
7 
仕
事
に
集
中
す
る
12
7
12
5.
8 
5.
7 
5.
6 
I 
co
nc
en
tr
at
e 
on
 t
he
 t
as
k.
 
13
27
6
3.
2 
3.
3 
仕
事
を
や
り
と
げ
る
11
8
9
6.
5 
5.
1 
5.
3 
I 
pe
rs
is
t 
in
 m
y 
w
or
k.
15
21
5
3.
2 
3.
7 
仕
事
を
投
げ
出
す
15
7
8
5.
2 
5.
3 
3.
6 
I 
ab
an
do
n 
a 
jo
b.
14
16
4
2.
9 
3.
3 
子
犬
を
抱
き
し
め
る
15
8
9
5.
6 
6.
3 
2.
9 
I 
em
br
ac
e 
a 
pu
pp
y.
14
18
4
2.
4 
2.
6 
枝
を
お
り
ま
げ
る
15
7
8
3.
9 
5.
4 
2.
9 
I 
be
nd
 a
 b
ra
nc
h.
14
16
4
3.
4 
3.
4 
事
故
を
起
こ
す
12
6
6
5.
3 
6.
2 
1.
8 
I 
ca
us
e 
an
 a
cc
id
en
t.
15
20
4
4.
3 
4.
1 
失
敗
を
隠
す
20
5
8
5.
6 
5.
8 
4.
0 
I 
co
ve
r 
up
 m
y 
m
is
ta
ke
.
16
22
5
4.
4 
4.
4 
車
の
ハ
ン
ド
ル
を
握
る
12
9
12
6.
0 
6.
8 
3.
0 
I 
gr
ab
 t
he
 s
te
er
in
g 
w
he
el
 o
f 
a 
ca
r.
14
35
8
3.
1 
3.
1 
蛇
口
を
回
す
20
5
8
5.
9 
6.
4 
4.
8 
I 
op
en
 a
 f
au
ce
t.
15
16
4
2.
5 
2.
8 
手
す
り
を
握
る
20
6
7
5.
5 
6.
0 
3.
9 
I 
ho
ld
 a
 h
an
dr
ai
l.
15
18
4
3.
5 
3.
2
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表
　
１
-1
1　
日
本
語
文
及
び
英
語
文
の
諸
特
性
（
11
）
日
本
語
文
N
日
文
文
字
数
日
文
モ
ー
ラ
数
日
文
親
密
度
心
像
性
経
験
性
英
語
文
N
英
文
文
字
数
英
文
単
語
数
英
文
容
易
性
英
文
親
密
度
手
紙
を
ポ
ス
ト
に
入
れ
る
12
10
11
5.
9 
6.
8 
4.
9 
I 
dr
op
 a
 le
tt
er
 i
n 
th
e 
m
ai
lb
ox
.
14
31
7
4.
5 
5.
4 
首
に
ネ
ッ
ク
レ
ス
を
つ
け
る
12
11
12
6.
2 
6.
8 
4.
7 
I 
w
ea
r 
a 
ne
ck
la
ce
.
15
18
4
4.
8 
5.
6 
受
話
器
を
取
る
20
6
7
5.
9 
6.
6 
3.
9 
I 
gr
ab
 a
 r
ec
ei
ve
r.
15
18
4
3.
0 
3.
1 
書
類
に
ハ
ン
コ
を
押
す
12
9
11
5.
9 
6.
8 
4.
5 
I 
st
am
p 
th
e 
do
cu
m
en
ts
.
15
22
4
4.
1 
4.
1 
小
銭
を
受
け
取
る
12
7
8
6.
9 
6.
8 
6.
8 
I 
re
ce
iv
e 
lo
os
e 
ch
an
ge
.　
15
24
4
3.
4 
3.
7 
心
配
を
や
め
る
12
6
8
2.
8 
3.
5 
3.
2 
I 
st
op
 fe
el
in
g 
ne
rv
ou
s.
15
23
4
4.
8 
4.
8 
新
聞
で
虫
を
叩
く
15
7
11
5.
3 
6.
5 
3.
3 
I 
sl
ap
 i
ns
ec
ts
 w
it
h 
a 
ne
w
sp
ap
er
.
15
32
6
2.
8 
2.
7 
新
聞
を
開
く
20
5
8
5.
3 
6.
4 
3.
6 
I 
op
en
 a
 n
ew
sp
ap
er
. 
15
20
5
4.
8 
5.
1 
人
形
を
抱
き
し
め
る
15
8
11
4.
6 
6.
0 
2.
9 
I 
cl
as
p 
m
y 
do
ll.
15
16
4
2.
7 
2.
0 
石
け
ん
で
顔
を
洗
う
15
8
11
6.
2 
6.
7 
6.
1 
I 
w
as
h 
m
y 
fa
ce
 w
it
h 
so
ap
.
15
25
6
4.
5 
4.
9 
洗
濯
物
を
干
す
20
6
9
5.
7 
6.
7 
3.
3 
I 
ha
ng
 o
ut
 t
he
 c
lo
th
es
 t
o 
dr
y.
14
30
7
3.
4 
3.
5 
善
悪
の
け
じ
め
を
つ
け
る
12
10
12
3.
3 
3.
1 
3.
8 
I 
dr
aw
 a
 li
ne
 b
et
w
ee
n 
go
od
 a
nd
 b
ad
.
14
35
8
4.
4 
4.
6 
体
重
を
５
kg
落
と
す
15
9
12
5.
6 
4.
3 
2.
5 
I 
re
du
ce
 m
y 
w
ei
gh
t 
by
 5
 k
g.
14
27
7
4.
5 
4.
6 
台
車
を
押
す
20
5
7
4.
8 
5.
6 
2.
4 
I 
pu
sh
 a
 t
ro
lle
y.
15
17
4
2.
5 
2.
4 
段
ボ
ー
ル
箱
を
持
つ
20
8
10
5.
6 
6.
3 
3.
6 
I 
ho
ld
 a
 c
ar
db
oa
rd
 b
ox
.
14
23
5
3.
4 
3.
4 
天
気
を
調
べ
る
18
6
8
6.
4 
6.
1 
6.
3 
I 
ch
ec
k 
th
e 
w
ea
th
er
.
15
20
4
4.
9 
5.
6 
電
車
の
つ
り
革
を
握
る
15
9
13
6.
5 
7.
0 
6.
8 
I 
ha
ng
 o
n 
to
 a
 s
tr
ap
 i
n 
th
e 
tr
ai
n.
14
34
9
3.
1 
3.
3 
電
卓
を
打
つ
12
5
7
5.
8 
6.
5 
5.
5 
I 
ta
p 
a 
ca
lc
ul
at
or
.
14
19
4
3.
1 
3.
2
実践女子大学人間社会学部紀要　第 11 集　2015 年 3 月
－ 16 －
表
　
１
-1
2　
日
本
語
文
及
び
英
語
文
の
諸
特
性
（
12
）　
日
本
語
文
N
日
文
文
字
数
日
文
モ
ー
ラ
数
日
文
親
密
度
心
像
性
経
験
性
英
語
文
N
英
文
文
字
数
英
文
単
語
数
英
文
容
易
性
英
文
親
密
度
都
会
の
生
活
に
憧
れ
る
15
9
14
5.
1 
4.
2 
3.
5 
I 
lo
ng
 fo
r 
th
e 
ci
ty
 li
fe
.
15
25
6
4.
3 
4.
7 
猫
を
な
で
る
12
5
6
5.
5 
6.
6 
3.
2 
I 
st
ro
ke
 t
he
 c
at
.
15
17
4
3.
1 
3.
2 
箱
に
リ
ボ
ン
を
か
け
る
12
9
10
5.
3 
6.
5 
3.
6 
I 
ti
e 
a 
ri
bb
on
 a
ro
un
d 
th
e 
bo
x.
15
30
7
3.
9 
3.
4 
箱
の
リ
ボ
ン
を
ほ
ど
く
12
9
10
4.
5 
6.
4 
4.
3 
I 
lo
os
en
 t
he
 r
ib
bo
n 
ar
ou
nd
 t
he
 b
ox
.
15
35
7
3.
7 
3.
1 
箸
を
使
う
20
4
6
6.
6 
6.
7 
4.
8 
I 
us
e 
ch
op
st
ic
ks
.
15
17
3
4.
4 
4.
9 
髪
を
い
じ
く
る
15
6
7
5.
9 
6.
7 
5.
7 
I 
fu
m
bl
e 
w
it
h 
m
y 
ha
ir
.
14
22
5
2.
9 
2.
9 
髪
を
洗
う
20
4
6
6.
7 
6.
7 
4.
8 
I 
w
as
h 
m
y 
ha
ir
.
15
15
4
4.
8 
5.
8 
判
断
を
下
す
12
5
8
5.
5 
4.
8 
4.
5 
I 
m
ak
e 
a 
ju
dg
m
en
t.
15
18
4
4.
3 
4.
6 
彼
か
ら
の
恩
に
こ
た
え
る
12
10
12
3.
5 
3.
6 
3.
3 
I 
re
pa
y 
hi
s 
ki
nd
ne
ss
.
15
21
4
3.
5 
3.
9 
彼
と
コ
ン
ビ
を
組
む
12
8
9
4.
0 
4.
8 
1.
6 
I 
pa
ir
 w
ith
 h
im
.
15
16
4
4.
7 
4.
9 
彼
と
深
い
友
情
を
築
く
12
9
15
4.
9 
4.
9 
4.
0 
I 
fo
rg
e 
a 
fr
ie
nd
sh
ip
 w
ith
 h
im
.
15
31
6
3.
5 
3.
2 
彼
に
つ
い
て
ひ
ど
く
誤
解
し
て
い
る
12
14
16
4.
2 
4.
2 
2.
9 
I 
ha
ve
 h
im
 a
ll 
w
ro
ng
.
14
21
5
3.
3 
2.
9 
彼
に
ボ
ー
ル
を
ぶ
つ
け
る
15
10
11
4.
3 
6.
3 
2.
9 
I 
hi
t 
hi
m
 w
it
h 
a 
ba
ll.
15
22
6
4.
5 
4.
7 
彼
に
花
束
を
贈
る
12
7
11
3.
1 
6.
0 
1.
3 
I 
pr
es
en
t 
hi
m
 a
 f
lo
w
er
 b
ou
qu
et
.
14
31
6
3.
9 
4.
2 
彼
の
こ
と
を
尊
敬
す
る
12
9
12
5.
4 
4.
5 
4.
1 
I 
lo
ok
 u
p 
to
 h
im
.
15
17
5
4.
7 
5.
7 
彼
の
間
違
い
を
正
す
15
8
11
4.
9 
4.
3 
3.
1 
I 
st
ra
ig
ht
en
 o
ut
 h
is
 e
rr
or
.
14
27
5
2.
9 
2.
9 
彼
の
幸
せ
を
願
う
12
7
11
5.
2 
4.
3 
3.
8 
I 
de
si
re
 fo
r 
hi
s 
ha
pp
in
es
s.
15
27
5
3.
8 
3.
8
－ 17 －
粟津・鈴木：日本人英語学習者による英文評定
表
　
１
-1
3　
日
本
語
文
及
び
英
語
文
の
諸
特
性
（
13
）
日
本
語
文
N
日
文
文
字
数
日
文
モ
ー
ラ
数
日
文
親
密
度
心
像
性
経
験
性
英
語
文
N
英
文
文
字
数
英
文
単
語
数
英
文
容
易
性
英
文
親
密
度
彼
の
幸
運
を
妬
む
15
8
11
4.
5 
3.
9 
2.
7 
I 
be
gr
ud
ge
 h
is
 g
oo
d 
fo
rt
un
e.
14
28
5
2.
6 
2.
6 
彼
の
成
功
を
喜
ぶ
18
7
12
4.
9 
4.
7 
4.
6 
I 
re
jo
ic
e 
at
 h
is
 s
uc
ce
ss
.
14
25
5
3.
0 
3.
4 
彼
の
電
話
番
号
を
憶
え
る
12
10
15
3.
9 
4.
7 
2.
4 
I 
m
em
or
iz
e 
hi
s 
ph
on
e 
nu
m
be
r.
15
28
5
5.
0 
5.
4 
彼
の
背
中
を
叩
く
15
7
10
4.
5 
5.
6 
3.
5 
I 
pa
t 
hi
m
 o
n 
th
e 
ba
ck
.
14
22
6
2.
9 
2.
7 
彼
女
に
ペ
ン
を
投
げ
る
12
9
11
3.
6 
6.
4 
2.
3 
I 
th
ro
w
 h
er
 t
he
 p
en
.
15
20
5
4.
2 
5.
0 
彼
女
の
袖
を
掴
む
12
7
11
4.
4 
6.
1 
3.
5 
I 
ho
ld
 h
er
 s
le
ev
e.
14
18
4
2.
5 
2.
1 
父
に
ビ
ー
ル
を
注
ぐ
12
8
10
5.
6 
6.
8 
3.
8 
I 
po
ur
 m
y 
da
d 
be
er
.
15
19
5
4.
3 
4.
0 
封
筒
を
開
け
る
12
6
8
6.
0 
6.
8 
4.
7 
I 
op
en
 a
n 
en
ve
lo
pe
.
15
19
4
3.
5 
3.
4 
包
丁
を
研
ぐ
12
5
8
5.
3 
6.
4 
2.
3 
I 
gr
in
d 
th
e 
ki
tc
he
n 
kn
ife
. 
14
27
6
2.
9 
3.
0 
法
律
を
破
る
12
5
8
4.
8 
4.
0 
2.
5 
I 
vi
ol
at
e 
a 
la
w
.
14
16
4
3.
1 
3.
2 
本
棚
か
ら
本
を
取
る
15
8
11
6.
3 
6.
7 
5.
7 
I 
ge
t 
a 
bo
ok
 f
ro
m
 a
 s
he
lf
.
14
26
7
4.
2 
4.
0 
夢
を
あ
き
ら
め
る
20
7
8
6.
0 
5.
8 
4.
0 
I 
ab
an
do
n 
m
y 
dr
ea
m
.
15
19
4
3.
5 
3.
4 
毛
布
を
広
げ
る
15
6
8
6.
1 
6.
5 
5.
8 
I 
st
re
tc
h 
ou
t 
a 
bl
an
ke
t.
15
24
5
3.
2 
3.
1 
目
標
を
立
て
る
20
6
9
6.
7 
6.
5 
5.
5 
I 
de
ci
de
 u
po
n 
a 
go
al
.
14
22
6
3.
8 
3.
8 
約
束
を
守
る
20
5
8
6.
8 
6.
6 
6.
6 
I 
fu
lfi
ll 
a 
pr
om
is
e.
15
20
4
3.
9 
4.
2 
約
束
を
破
る
15
5
8
5.
5 
4.
6 
2.
9 
I 
vi
ol
at
e 
a 
pr
om
is
e.
15
20
4
3.
3 
3.
1
実践女子大学人間社会学部紀要　第 11 集　2015 年 3 月
－ 18 －
　親密度の分布を図１に示す。親密度は 7 段階尺度であり、各文に対する平均評定値を 0.5 ずつに区
分し、各区分に入る文数を数えた。図中の横軸ラベルは以上 - 未満であり、例えば 2.0-2.5という区分は、
平均評定値が 2.0 以上かつ 2.5 未満の区分に入る英語文の度数を示している。日本語文の平均親密
度は 5.1 であり、分布は評定値 5.0（「たまに見聞きする」）以上に偏っている。一方、同一の意味内容
を英語文で表現すると、平均親密度は 3.7 であり、分布は評定値 3.0-3.5 がピークとなっていた。日本
語文全体と英語文全体の平均親密度にｔ検定を行ったところ、母語である日本語文の方が英語文より
も親密度が高かった [t（119）=12.98, p<.01]。したがって、同じ意味内容を表す文でも、英語文で表
現された方が、日本語文で表現されるより馴染みが低いことが確認された。
　文の意味内容の経験性の分布を図 2 に示す。経験性は日本語文を提示して 7 段階で評定させたも
のである。平均値は 7 段階で 3.9 と「4：どちらとも言えない」をやや下回る結果となった。また、分
布をみても、2.0-4.0 の区分に入る文が多く、大学生には未経験の内容が多く含まれたようである。
図１ 日本語文及び英語文における親密度の分布
図 2 経験性の分布
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　心像性も日本語文を提示して 7 段階で評定させたものである。図 3 は、心的行為文と身体的行為文
の各文に対する心像性の平均評定値を 0.5 ずつに区分して度数を示したものである。心的行為文と身
体的行為文の分布にフィッシャーの正確確率検定を行ったところ、有意な差が見られた（p<.01）。そ
のため、心的行為文と身体的行為文にわけ、合わせて全体での分布を示す。心像性の平均値は 7 段
階で 5.9 であり、全体としてみれば比較的行為をイメージしやすい文が多かったようである。しかし、
身体行為文の分布のピークは 6.5-7.0 と極めて高いが、心的行為文の分布のピークは 4.0-4.5 であった。
心的行為の方が具体的なイメージを形成しにくい。心像性全体の平均である 5.9 は、ほぼ身体的行為
文の心像性に由来すると言える。
　英文の容易性は 5 段階で評定させたものである。図 4 は、心的行為文と身体的行為文の各文に対
する容易性の平均評定値を 0.5 ずつに区分して度数を数えたものである。心的行為文と身体的行為文
の分布にフィッシャーの正確確率検定を行ったところ、有意な差が見られた（p=.01）。そのため、心
図 3 心像性の分布
図 4 英語文の容易性の分布
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的行為文と身体的行為文にわけ、合わせて全体での分布を示す。全文で見ると容易性の平均値は
3.7 であり、比較的容易な文が多かったようである。特に身体的行為文は 4.0-4.5 に分布のピークがあ
り、容易な文が多い。一方心的行為文の分布のピークは 3.0-3.5 であり、全体的に身体的行為文よりも、
やや理解が難しい文が多かったようである。心像性全体の平均である 3.7 は、身体的行為文の容易性
に大きく影響を受けた数値である。
4．考察
　本研究の第 1 の目的は、今後の研究の基礎資料とするため、多数の英語文、同意味の日本語文、
文の意味内容について、英語学習者の評定を収集することである。この目的は、表 1-1 から1-13 に
示した結果によって、ある程度達成されたと考える。日本人学習者を対象とした調査を行うさい、単
語に関しては母語である日本語単語（天野・近藤 ,1999）についても、学習対象である英単語（横
川 ,2006b,2009）についても、一定の基礎資料が存在した。しかし、例え基本単語のみから構成さ
れたものであっても、文としての親密度や分かりやすさを測定した基礎資料はなかった。
　表 1-1 から表 1-13 に記載した内容は、日本人英語学習者を対象として英語教育や英語理解を研
究するさいに、刺激文選定の基礎資料となりうる。言語理解あるいは教育方法に関する研究などで
は、教材の難易度を操作したり、比較したい場合もある。本調査で提示した文は、英文の理解容易
性、親密度のどちらを指標としても、この用途に応えることが可能なものである。さらに、本調査の
大きな特徴は、英文の容易性と親密度だけでなく、その文が意味する行為の心像性、経験性を測定
したことである。これらの要因は、理解時の神経活動や反応時間に影響することが確認されているた
め（Beilock et al., 2008; Holt & Beilock, 2006）、統制した研究が可能になるようにしたことは、価値
が高いと言えるだろう。
　また、文数に偏りはあるものの、心的行為と身体的行為という文の意味内容によって、心像性と英
文の理解容易性の分布に差異が見られたことは興味深い。心像性は、「イメージできますか」という
質問内容であるため、具体的な身体イメージを想起しやすい身体行為文の評定値が高いことは、いわ
ば当然である。しかし、英語文理解の容易性にも差が現れたということは、英語文の理解しやすさに
英単語や文法だけでなく、文の意味内容が関与することを示している。
　本調査は、身体的および心的な行為文という限定された範囲ではあるが、ある程度利用可能な基
礎データを示せたところに価値があると考える。行為文は、日常のコミュニケーションにおいて、自己
や他者の行動の説明、依頼、手続きの理解などに多用するものであろう。文レベルでの主観的評価
を蓄積する端緒として、適切なものと考える。また本調査は一人称現在形のみであるが、これを時制、
人称などを体系的に操作し、変数化することで、例えば現在形が過去形になった場合の一般的な理
解困難さなどを数値化できる可能性もある。日本人英語学習者の英文理解過程や、学習過程の研究
を進めるには、これらの知見をさらに蓄積していくことが有効だろう。
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